
 

環境経営レポート 
 

令和 3年４月～令和 4 年３月 

 

 

 

 

 

 
令和４年 5 月 1 日作成 



－事業の概要                         

 

 

会社名及び代表者名    北陸ポートサービス株式会社 

             代表取締役 加 治 幸 大 

 

資本金          １，０００万円 

 

設 立          昭和４２年１１月１０日 設立 

             昭和５９年４月 新湊営業所開設 

 

所在地          ［地域資源循環事業本部］（事務所・第一、第二、第三工場） 

 富山県射水市片口久々江字錦 674-2 

［本社］ 

                          富山県富山市東岩瀬新川町 380 

             [直江津営業所] 

新潟県上越市黒井 119 

[富山新港 SS]（給油所・車両整備所） 

富山県射水市堀江千石 4 

 

事業の規模（新湊営業所） 従業員数      ３４人（令和４年３月末現在） 

             事業所延べ床面積  1,409,749 ㎡ 

（新湊営業所・第一、第二、第三工場） 

（本社）    従業員数        １人（令和４年３月末現在） 

（直江津営業所）従業員数              ３人（令和４年３月末現在） 

（富山新港 S S）従業員数       ２人（令和４年３月末現在） 

 

 

 

環境管理責任者      環境管理責任者 加 治 幸 大 

連絡先          TEL 0766-86-3377 FAX 0766-86-3737 

 

 

 

事業内容         産業廃棄物収集運搬 

             産業廃棄物中間処理（破砕・選別、選別、混合・堆肥化） 

一般廃棄物収集運搬 

一般廃棄物処分（破砕・混合堆肥化） 

             バーク堆肥製造・販売（土壌改良材・法面緑化基盤材） 

             倉庫業 

             くん蒸 

             衛生害虫駆除 

             港湾運送関連  

石油製品卸・小売販売 

              

  

 

 

 

 

 



 

実施範囲 

 

事業所名 住所 事業内容 

地域資源循環事

業本部 

富山県射水市片口久々江字錦 674-2 

674-13,14,15 

産業・一般廃棄物処理、堆肥製造 

 

本社 富山県富山市東岩瀬新川町 380 くん蒸、衛生害虫駆除、港湾運送関連 

直江津営業所 新潟県上越市黒井 119 くん蒸、衛生害虫駆除、堆肥製造 

富山新港 SS 富山県射水市堀江千石 4 番地 スタンド 

 

 

処理実績 

 

令和３年４月 1日～令和４年３月 31日 

処理方法等 
廃棄物等

種類 
処分方法等 処理量ｔ 

収集運搬 
木くず、汚泥、

動植物性残渣 

 
4,546 

収集運搬量合計 4,546 

 中間処理 木くず 破砕・選別、混合・堆肥化 19,987 

 
汚泥・動植

物性残渣 
破砕・選別、混合・堆肥化 1,209 

  

うち再資源化等 

木くず 堆肥原料化 7,146 

木くず 燃料化 12,841 

汚泥・動植

物性残渣 
混合堆肥化 369 

再資源化等量小計 20,356 

中間処理合計 21,196 

 

 

処理工程 
                           

燃料 
     

                                  
                                          

受入れ 
                 

破砕・選別 
      

製紙原料 
   

                           
        

前処理（破砕・選別・異物除去） 
                             

                    
土壌改良材 

法面緑化基盤材 等 

  

収集運搬 
                  

混合堆肥化 
        

                   
                             

                    
処理委託（固形燃料化） 

（埋立処分） 

原料として売却 

                
      

選別 
   

廃プラスチック類 
         

                       
                   

         
                   

                                     
      

破砕 
     

金属くず 
 

製鉄原料として売却 
            

                        
 

処理料金   種類・量より料金が異なりますので、地域資源循環事業本部（０７６６－８６－３３

７７）までお問い合わせください。 



－許可内容                              

産業廃棄物処分業許可（富山県） 

許可番号 01622027017 

許可年月日 令和２年１０月９日 許可の有効年月日 令和７年 9月 16 日 

事業の区分 中間処理 破砕・選別、選別、混合・堆肥化 

産業廃棄物の種類 

【破砕・選別】  木くず、動植物性残さ、廃プラスチック類、金属くず 

（これらのうち特別管理産業廃棄物であるものを除く。）（以上４種類） 
 

【選別】     廃プラスチック類（特別管理産業廃棄物であるものを除く。）（以上１種類） 
 

【混合・堆肥化】 燃え殻、汚泥、木くず、動植物性残さ、動物のふん尿 

（これらのうち特別管理産業廃棄物であるものを除く。）（以上５種類） 

施設の種類 設置場所 処理能力 

破砕・選別施設（木くず） 射水市西高木 1250 48t／日（8 時間） 

破砕・選別施設（木くず・動植物性残さ・金属くず） 射水市片口久々江字錦 674-13 96t／日（8 時間） 

選別施設（廃プラスチック類） 射水市片口久々江字錦 674-13 96t／日（8 時間） 

切断・選別施設（廃プラスチック類・金属くず） 射水市片口久々江字錦 674-２ 4.8t／日（8 時間） 

破砕・選別施設（木くず） 射水市片口久々江字錦 674-２ 40t／日（8 時間） 

破砕・選別施設（木くず） 射水市片口久々江字錦 674-14 268t／日（8時間） 

焼却施設（木くず） 高岡市石丸３ 4.9ｔ/日（8 時間） 

混合堆肥化施設 射水市西高木 1250-5 20t／日（24時間） 

混合堆肥化施設 射水市片口久々江字錦 674-13,14 80t／日（24時間） 

混合堆肥化施設 射水市片口久々江字錦 674-14,15 22t／日（24時間） 

         

産業廃棄物収集運搬業許可（富山県） 

許可番号 0161７027017 

許可年月日 令和２年９月２３日 許可の有効年月日 令和７年 9月 16 日 

収集運搬 

（積替え保管を含む。） 

汚泥、廃プラスチック類、木くず、金属くず、ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず 

（これらのうち自動車等破砕物であるものを除き、特別管理産業廃棄物であるものを除く。）（以上５種類） 
 

（積替え保管を除く。） 

燃え殻、紙くず、動植物性残さ、ゴムくず、鉱さい、がれき類、動物のふん尿、ばいじん 

（これらのうち特別管理産業廃棄物であるものを除く。）（以上８種類） 

積替え又は保管を行う場所 

の所在地 

積替え又は保管を行 

う場所の面積 

積替え又は保管を行う産業 

廃棄物の種類 

積替えのための 

保管上限 

積み上げること 

ができる高さ 

射水市西高木 1250－5 
81.60 ㎡ 木くず 40.8 ㎥ 1.5  m 

63.9 ㎡ 木くず 23.9 ㎥ 1.1  m 

届出車両 
１０ｔダンプ車５台    １０ｔ原木車３台     ８ｔダンプ車（ツカミ付）1台    

４ｔダンプ車 1 台      ２ｔダンプ車２台     ３ｔ平ボディー車 ２台 

 

産業廃棄物収集運搬業許可（新潟県） 

許可番号 01509027017 

許可年月日 令和４年５月１日 許可の有効年月日 令和９年 5月 1 日 

収集運搬 （積替え保管を除く。）汚泥、廃プラスチック類、木くず、動植物性残さ、金属くず、動物のふん尿 

届出車両 １４台 

 

 

 

 

 



産業廃棄物収集運搬業許可（石川県） 

許可番号 01706027017 

許可年月日 令和４年３月１６日 許可の有効年月日 令和９年 3月 16 日 

収集運搬 （積替え保管を除く。）汚泥、廃プラスチック類、木くず、動植物性残さ、金属くず、動物のふん尿 

届出車両 １４台 

 

産業廃棄物収集運搬業許可（岐阜県） 

許可番号 ０2100027017 

許可年月日 令和２年 1月２７日 許可の有効年月日 令和７年 1月 3 日 

収集運搬 （積替え保管を除く。）汚泥、木くず、動植物性残さ（これらのうち特別管理産業廃棄物であるものを除く。） 

届出車両 １４台 

 

産業廃棄物収集運搬業許可（福井県） 

許可番号 1807027017 

許可年月日 平成３０年 1１月２０日 許可の有効年月日 平成３５年 11月 19日 

収集運搬 
（積替え保管を除く。）廃プラスチック類、（自動車等破砕物を除く） 

金属くず、木くず（これらのうち特別管理産業廃棄物であるものを除く。） 

届出車両 １４台 

 

一般廃棄物処理施設設置許可（富山県） 

許可番号 第 13-01 号 許可年月日 平成 13年 12月 10日 

軽 微 変 更 届 出 平成 19年 6月 14 日 処理する一般廃棄物の種類「焼却灰」の追加 

施設の種類及び処理する 

一 般 廃 棄 物 の 種 類 

施設の種類  ごみ処理施設（破砕・混合堆肥化施設） 

処理する一般廃棄物の種類  木くず、焼却灰 

設置場所 富山県射水市片口久々江字錦 674-13，14 

処理能力 破砕 48ｔ／日（8時間）    混合堆肥化 1,200ｔ／2か月（20ｔ／日） 

 

一般廃棄物処理業許可 

許可番号 射環許可第３-１４号 

許可年月日 令和３年３月２６日 許可の有効年月日 令和５年 3月３１日 

事業の区分 一般廃棄物処分業 

事業の範囲 一般廃棄物（再資源化できる木質系廃棄物及び焼却灰） 

 

一般廃棄物収集運搬業 

市町村 許可番号 許可年月日 許可の有効年月日 

富山市 11027017 令和 3 年 6 月 9 日 令和５年 6月 ８日 

射水市 第３-１３号 令和３年 4月 1 日 令和５年 3月３１日 

高岡市 第４２７号 令和４年 4月 1 日 令和６年 3月 31 日 

氷見市 第９９号 令和２年 7月 11 日 令和４年 7月 10 日 

砺波市 第１２０２号 令和４年 3月 19 日 令和６年 3月 18 日 

立山町 第７１１号 令和元３年 3 月１５日 令和５年３月３１日 

上市町 第２６４号 令和３年９月 1 日 令和５年８月 31 日 

魚津市 第２４８号 令和３年 6月１５日 令和５年 6月 14 日 

滑川市 第１６８号 令和３年２月２６日 令和５年 2月 28 日 

黒部市 第２４２号 令和３年 9月 12 日 令和５年 9月 11 日 

入善町 第 12１号 令和２年年９月１日 令和４年 8月 31 日 

朝日町 第２９２号 令和２年 8月２７日 令和４年 8月 26 日 

届出車両 
１０ｔダンプ車５台    １０ｔ原木車３台     ８ｔダンプ車（ツカミ付）1台    

４ｔダンプ車 1 台      ２ｔダンプ車２台      ３ｔ平ボディー車 ２台 



－環境経営方針                          

 

 

【環境理念】 

当社は、循環型社会の構築が地域や地球に大きな役割を果たすものであると認識し、

地域社会とのコミュニケーションを深め、環境の保全に取り組みます。 

 

【環境経営方針】 

当社は、港湾の関連業者としてバーク堆肥などの生産やその利用に携わってまいりま

した。その製造工程において種々の産業廃棄物・一般廃棄物の有効利用に積極的に取

り組んでおります。これまで培ってきた、リサイクル・有効活用する生産技術を生か

し、持続可能な社会の構築に貢献すべく、以下の事業活動に積極的に取り組みます。 

 

１．事業活動において、環境に与える影響を考慮し、次の項目を実施します。 

Ａ．二酸化炭素排出量の削減 

  Ｂ．水使用量の削減 

  Ｃ．廃棄物の適正処理と再生利用の推進 

    Ｄ．グリーン購入 

  Ｅ．化学物質の適正管理 

  Ｆ．エコマーク商品の開発と販売促進 

 

２．法的要求事項・その他要求事項を遵守します。  

 

３．社員全てに、環境方針に沿った活動を展開し、環境経営の継続的改善を誓約する。 

 

４．環境方針を社員に周知するとともに、一般の人にも公開します。 

 

 

 

 

 

 

２０２０年４月１日 

 北陸ポートサービス株式会社 

          
 代表取締役   加治 幸大  

  



－環境経営目標とその実績                     

１．環境負荷の実績  

  当社における過去３年度にわたる実績は以下の通りである。 

 単位 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

二酸化炭素排出量 kg-CO2 829,901 735,610 614,525 

水使用量（工業用水） ㎥ 92,871 136,868 144,833 

廃 棄 物 等   

総 排 出 量 

廃プラスチックの総排出量 ７ １５ ７ 3.5 

埋立処分量 １ ０ １ 1.1 

埋立処分率 １４ ０ １４ ３１ 

＊二酸化炭素排出係数は、以下のように算出する。 

①北陸電力平成 25年度の実排出係数 0.630（kg‐CO2/kWh）を適用する。 

②再生可能エネルギーは、「電気事業者別排出係数（特定排出者の温室効果ガス排出量算定用）－R１年度実績－    

R3.1.7環境省・経済産業省公表」に従い、出光グリーンパワータイプ A（0.000 ㎏－CO2/kWh）とタイプ C（0.200 ㎏－ 

CO2/kWh）を適用する。 

 

 

２．環境経営目標  

＊二酸化炭素排出係数は、以下のように算出する。 

①北陸電力平成 25年度の実排出係数 0.630（kg‐CO2/kWh）を適用する。 

②再生可能エネルギーは、「電気事業者別排出係数（特定排出者の温室効果ガス排出量算定用）－R１年度実績－    

R3.1.7環境省・経済産業省公表」に従い、出光グリーンパワータイプ A（0.000 ㎏－CO2/kWh）とタイプ C（0.200 ㎏－ 

CO2/kWh）を適用する。 

＊二酸化炭素排出量は電気使用量と軽油に特化して実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 単位 基準年 令和３年度 令和4年度 令和５年度 

二酸化炭素排出量削減 kg-CO2 前年の排出量 735,610 
基準値 

＋5％ 

R3 年度の

5%以内 

R4 年度の

5%以内 

水使用量削減 

（工業用水） 
㎥ 前年の使用量 136,868 

基準値 

＋5％ 

R3 年度の

5%以内 

R4 年度の

5%以内 

産業廃棄物排出量削減 

(廃プラスチック埋立比率) 
トン 60%以下 

  60％ 

以下  
－ 60％以下 60％以下 



 

－環境活動計画の内容                     

１．二酸化炭素排出量の削減         １）不要な照明を消す 

 ２）空調機の適正利用 

３）アイドリングストップの実施 

                                   ４）車両整備の徹底 

                                   ５）低公害車への切換え（買換時） 

 

２．廃棄物排出量の削減             １）リサイクル率の向上（埋立処分の削減） 

３．水使用量（工業用水）の削減      １）車両出入口の散水の適正化 

 

４．その他                         １）グリーン購入 

                                   ２）法規制等の入手 

                                   ３）化学物質の適正管理 

 ４）環境商品の開発 



－環境活動の取組結果の評価                     

１．環境活動の取組結果の評価 

① 二酸化炭素排出量の削減 

取組項目 
購入電力 

・事務所内の照明・空調器の適正な使用で、電気使用量を削減する 
軽油使用量 

・アイドリングストップ等のエコドライブの実施と車両整備を行い省エネと排ガスの抑制

を図る 

項目 達成状況 評 価（結果と今後の方向） 

二酸化炭素排出量の削減 

目標： 

735,610kg-CO2 ＋5％ 

目標達成 

工場内の電気を二酸化炭素排出

係数がゼロとなる再生可能エネル

ギー由来のものに切り替えた。こ

れにより大幅に排出量を減らすこ

とができた。               

 

実績： 

614,525kg-CO2 

 

 

② 使用量の削減 

工業用水使用量 
・車両出入口の散水の 
適正化 

目標：136,868㎥ 
目標未達成 
 
節水に努めたが、 
達成できなかった。 
 

実績：144,822㎥ 

 

 

③ 棄物等排出量の削減 

廃プラスチックの 
埋立処分量比率の削減 
・分別化の徹底 

目標：埋立比率 60%以下 
実績：埋立比率 ３１％ 

目標達成 
分別の徹底により目標達成 

 

 

 ④その他 

グリーン購入 
目標：購入割合 50% 
実績：購入割合 59% 

目標達成 
次年度は、更なる意識向上 

化学物質の適正管理 ― 
年間通して適正に管理されている 

環境商品の開発 ― 
商品完成【プランターの土】 
平成 2８年５月より販売開始 

 

 

 

 

 

 

 



２．代表者の評価 

 

  昨年度の 1月から工場内設備の電力を二酸化炭素排出係数がゼロとなる再生可能エネ 

ルギーに切り替えたことにより、二酸化炭素排出量を大幅に削減できました。また構内 

の舗装整備や車両・重機の入れ替え等、社内の環境整備にも努めました。 

当社が営むリサイクル事業は、それ自体が「脱炭素」につながる事業です。 

「自分たちの活動が脱炭素に貢献している」という自覚と気概をもって、今後も改善を 

加えながら事業活動を行っていきたいと考えております。 

 

 

－環境関連法規への違反、訴訟などの有無             

１．環境関連法規(廃棄物処理法・消防法・PRTR 法・フロン排出抑制法など)の遵守 
   
  環境関連法規等一覧表にて確認し遵守しております。 

 

２．違反、訴訟等の有無 
 
  環境関連法規の違反はありません。なお関係当局よりの違反等の指摘は、これまであ

りません。 

 


